
裏面あり 

栄 選 管 第 １ 号 

令和７年４月 21 日 

各地区連合町内会長 様 

横浜市栄区選挙管理委員会 

委員長   大 石 健 司 

第 27 回参議院議員通常選挙及び令和７年横浜市長選挙における 

投票管理者及び投票立会人の推薦等について（依頼） 

惜春の候  ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。 

昨年 10 月の衆議院議員総選挙では、大変急な選挙にもかかわらず、皆様の多大なる御協

力により適正に執行することができましたことをあらためてお礼申し上げます。 

さて、本年は７月から８月にかけて、参議院議員通常選挙及び横浜市長選挙の執行が予

定されております。参議院選挙は、国会の会期延長がない限りは７月 20 日が想定され、市

長選挙は８月３日と決定しました。夏の暑さの中、短期間で２つの選挙となりますが、公

正かつ円滑な選挙執行のため、自治会町内会の皆様におかれましても、ご理解・ご協力の

ほど、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

つきましては、誠に恐れ入りますが、投票所における投票管理者及び投票立会人として

従事していただく方々の御推薦をお願いいたします。 

１ 選挙の日程 

選挙の種類 
参議院議員通常選挙（想定） 

（選挙区及び比例代表） 
横浜市長選挙 

公示・告示日 令和７年７月３日(木) 令和７年７月 20 日（日） 

投開票日  令和７年７月 20 日(日) 令和７年８月３日（日） 

２ 依頼人数 

各選挙、各投票所とも、投票管理者１名及び投票立会人２名 

３ 推薦期限等 

同封の内申書※に必要事項を御記入の上、令和７年５月 19 日（月）までに、栄区選挙

管理委員会あて御返送くださいますようお願い申し上げます。 

※参議院通常選挙は白色、横浜市長選挙は水色の内申書にそれぞれご記入願います。

４ 推薦に際し、特にお願いする点 

(1) 投票管理者・立会人は、選挙権を有することが必要です。

(2) 投票管理者・立会人は、在職中に選挙運動をすることができません。特定の政党や候補

者に関係がある方、後援会の役員等をされている方は避けていただきますようお願い

します。
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担当 栄区選挙管理委員会事務室 岸、矢井田 

電話 894-8315 

Ｅメール sa-toukei@city.yokohama.lg.jp 

５ 今後のスケジュール（参考） 

日付 内容 

５月 19 日(月) 投票管理者・立会人推薦にかかる内申書 返送期限 

上記｢内申書の返

送｣以降 

≪投票管理者あて≫ 

・投票管理者選任通知の送付 

・投票事務従事者の推薦依頼 

（投票所ごとの推薦人数は、添付資料（１）に記載） 

６月 20 日(金) 投票事務従事者推薦期限 

７月１日(火)  

投票管理者・事務主任（区役所の各投票所担当職員）打合せ会 

※参議院議員通常選挙、横浜市長選挙の打合せ会を同時に実施

する予定です。 

 

６ 今回の選挙からの変更点 

(1) 投票所従事者基準の見直し 

投票所従事者基準の見直しにより、有権者数 5,000 人未満の投票所における従事者 

の配置数（推薦人数）が現行から１名減となります。投票所ごとの依頼人数について 

は、添付資料（１）のとおりです。 

 (2) 投票管理者・投票立会人報酬の改定 

選挙執行経費基準法の改正（国会審議中）に伴い、本市の投票管理者・投票立会人 

報酬の単価について、1,500 円程度の増額予定となっています。現行の金額等につい 

ては、添付資料（３）もあわせて御確認ください。 

 

７ 添付資料 

(1) 投票区（投票所）別推薦依頼人数一覧表 

(2) 投票管理者・投票立会人内申書（※こちらに記入の上、御返送ください。） 

(3) 投票管理者・投票立会人・投票事務従事者の推薦にあたりお願いする点 

(4) 投票所設置場所一覧表 

(5) 公職選挙法（抜粋） 

 

８ その他 

栄区は、横浜市内でも高い投票率を維持しております。（Ｒ３市長選 52.22％･市内１ 

位、Ｒ３衆院選 60.19％･市内２位、Ｒ４参院選 58.52%･市内２位、Ｒ５統一選 45.58%･市 

内１位、Ｒ６衆院選 57.83%･市内３位） 

今回の選挙においても、選挙ＰＲポスターの掲出等、啓発活動への御協力についても 

あわせてお願い申し上げます。選挙 PR ポスターは、掲示板の数に合わせた枚数を各自治 

会・町内会長様あて別途送付させていただきます。 
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投票区 投票所施設名
投票管理者

数
投票立会人

数
町内会・自治会名 地区連合町内会名

【参考】
投票事務従事者数

（参議院）

【参考】
投票事務従事者数

（市長選）

・金井町内会

・田谷町内会

・長尾台町内会

・田谷町内会

・飯島団地自治会

・飯島ひかりが丘自治会

・飯島町内会

・エコヒルズ横浜自治会

・ワンダースケープ自治会

・長沼町内会

・コープ野村戸塚長沼自治会

・かいがら坂ハイツ自治会

・百合ヶ丘自治会

・富士見台自治会

・飯島町内会

・本郷台自治会

・栄リベラヒルズ自治会

・みどり野ハイツ自治会

・小菅ヶ谷西谷戸町内会

・本郷台自治会

・小菅ヶ谷第一町内会

・小菅ヶ谷西谷戸町内会

・小菅ヶ谷町内会

・飯島町内会

・芙蓉台自治会

・ニューシティ本郷台パークヒルズ自治会

・大船富士見台自治会

・小菅ヶ谷睦会町内会

・春日町町内会

・小菅ケ谷五月会

・小菅ヶ谷町内会

・大船パークタウン自治会

・第２大船パークタウン自治会

・第３大船パークタウン自治会

・笠間田立町内会

・笠間宮上町内会

・笠間上町町内会

・松ヶ丘町内会

・笠間山王町内会

・笠間通り町町内会

・ライブタウン大船自治会

・コープ野村湘南本郷台自治会

・コープ野村本郷台自治会

・桂公田町会

・市営小菅ヶ谷第二住宅自治会

・朝日平和台自治会

・桂公田町会

・椎郷台町内会

・桂公田町会

・公田ハイツ自治会

・湘南ハイツ自治会

・グリーンテラス本郷台自治会

・市営本郷台住宅自治会

・本郷台駅前市街地住宅自治会

・市営小菅ヶ谷住宅自治会

・中野町内会

豊田連合町内会自治会

0 0

1 2

1 1

0 1

1 2

投票区（投票所）別 推薦依頼人数一覧表
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6
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6

6

6
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7

6
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6

6
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5

5

6

5

6

5

5

5

5

5

5

5
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2

千秀センター

長尾台町内会館

3 飯島小学校

4 長沼町内会館

5 小菅ケ谷小学校

6 本郷台小学校

7 飯島町内会館

8 西本郷小学校

9 笠間小学校

10 笠間通り町町内会　笠間会館

11 栄区役所新館

12 さかえ福祉活動ホーム

13 公田小学校

14 柏陽高等学校

豊田連合町内会自治会

豊田連合町内会自治会

豊田連合町内会自治会

小菅ケ谷連合町内会自治会

豊田連合町内会自治会

小菅ケ谷連合町内会自治会

豊田連合町内会自治会

小菅ケ谷連合町内会自治会

笠間連合町内会自治会

笠間連合町内会自治会

本郷中央連合町内会自治会

小菅ケ谷連合町内会自治会

本郷中央連合町内会自治会

本郷中央連合町内会自治会

小菅ケ谷連合町内会自治会

本郷第三連合町内会

豊田連合町内会自治会
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投票区 投票所施設名
投票管理者

数
投票立会人

数
町内会・自治会名 地区連合町内会名

【参考】
投票事務従事者数

（参議院）

【参考】
投票事務従事者数

（市長選）

投票区（投票所）別 推薦依頼人数一覧表

・小山台町内会

・本郷台中央自治会

・東武本郷台自治会

0 0 ・鍛冶ヶ谷町内会 本郷第三連合町内会

・鍛冶ヶ谷町内会

・中野町内会

・本郷富士見ヶ丘自治会

・湘南桂台自治会

0 0 ・上郷町内会 上郷東連合町会

・公田町団地自治会

・桂公田町会

・桂台自治会

・桂台団地自治会

・湘南桂台自治会

・犬山町会

・上之町内会

・亀井町自治会

・尾月自治会

・犬山町会

0 0 ・上郷町内会 上郷東連合町会

・フローラ桂台自治会

・湘南桂台自治会

・若竹町内会

・若竹山手町会

・港南台プリンスハイツ自治会

・ラーバン港南台自治会

0 1 ・上郷町内会 上郷東連合町会

・元大橋町内会

・鍛冶ヶ谷町内会

・ローレルスクエア港南台自治会

・東上郷青葉ヶ丘自治会

・庄戸一丁目～庄戸五丁目町会

・上郷町内会

・みどりが丘自治会

・上郷台共同住宅自治会

・上郷西ケ谷団地自治会

・上郷西ヶ谷ハイツ自治会

・港南台コートハウス自治会

・上郷町内会

・上郷ネオポリス自治会

・長倉町自治会

・小菅ヶ谷第一町内会

・鍛冶ヶ谷町内会

・笠間町内会

・笠間西南町内会

・笠間福住町内会

・笠間余曾根町内会

・笠間中央町内会

・ガーデンアソシエ自治会 笠間連合町内会自治会

1 2

1 2

0 1

1 1

1 2

1 1

0 0

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

0 1

1 1

1 1

0 1

1 2

6

6

7

6

7

6

6

6 5

6

5

6

6

6

6

6

6

6

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

15 小山台小学校

16 本郷小学校

17 公田団地集会所

18 桂台中学校（調整中）

19 上郷中学校

20 上郷小学校

21 桜井小学校

22 中野幼稚園

23 庄戸小学校

24 みどりが丘会館

25 埋蔵文化財センター

26 本郷特別支援学校

27 かさまゆうわ館

28
ガーデンアソシエ
クラブアリーナ

小菅ケ谷連合町内会自治会

上郷東連合町会

上郷東連合町会

上郷西連合町会

上郷東連合町会

小菅ケ谷連合町内会自治会

本郷第三連合町内会

笠間連合町内会自治会

本郷第三連合町内会

本郷中央連合町内会自治会

本郷中央連合町内会自治会

本郷中央連合町内会自治会

上郷西連合町会

上郷西連合町会

本郷中央連合町内会自治会

本郷第三連合町内会

本郷第三連合町内会
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なるべく１日通しで従事いただける方をお願いいたします。

投票管理者・投票立会人　　内申書 　〇〇 連 合 町 内 会 自 治 会 

住　　　　　所
ふりがな
氏　　名

電話番号 備考

1

ふりがな

電話番号

2

ふりがな

電話番号

3

ふりがな

電話番号

第27回参議院議員通常選挙

投票区 投　票　管　理　者
投　　票　　立　　会　　人

住　　所　
〇
〇
投
票
所

氏　　名

住　　所　
〇
〇
投
票
所

氏　　名

住　　所　
〇
〇
投
票
所

氏　　名

＊取得した個人情報は、本選挙時に係る事務でのみ利用し、これ以外の目的で利用しません。
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なるべく１日通しで従事いただける方をお願いいたします。

投票管理者・投票立会人　　内申書 　〇〇 連 合 町 内 会 自 治 会 

住　　　　　所
ふりがな
氏　　名

電話番号 備考

1

ふりがな

電話番号

2

ふりがな

電話番号

3

ふりがな

電話番号

令和７年横浜市長選挙

投票区 投　票　管　理　者
投　　票　　立　　会　　人

住　　所　
〇
〇
投
票
所

氏　　名

住　　所　
〇
〇
投
票
所

氏　　名

住　　所　
〇
〇
投
票
所

氏　　名

＊取得した個人情報は、本選挙時に係る事務でのみ利用し、これ以外の目的で利用しません。
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投票管理者・投票立会人・投票事務従事者の推薦にあたりお願いする点 

 

栄区選挙管理委員会事務室 

 

１ 共通事項 

(1) 従事場所(予定) 

   別紙『投票所設置場所一覧表』のとおり 

(2) 服装 

   特に決まりはありませんが、選挙人に不快と思われない服装でお願いします。 

(スーツやネクタイの必要はありません。) 

 

２ 投票管理者 

(1) 要件 

ア 選挙権を有することが必要です。 

イ 投票管理者は在職中に選挙運動をすることができませんので、特定の政党や候補

者に関係がある方、後援会の役員等をされている方は避けてください。 

ウ 制度上投票当日の途中交代は可能ですが、投票日１日を通して従事できる方を推

薦してください。 

(2) 職務・従事時間など 

ア 投票事務従事者の推薦 

投票事務従事者の推薦をお願いします。(投票所ごとの推薦人数は、別紙『投票 

区（投票所）別推薦依頼人数一覧表』に記載) 

詳細は、区選挙管理委員会から選任通知とともに送付します。 

イ 区選挙管理委員会主催の｢投票管理者・事務主任打合せ会｣への出席 

    打合せ会は約２時間程度です。詳細は後日文書でお知らせします。 

ウ 投票日前日の投票所設営 

    設営時間は基本的に午後１時～午後３時の２時間程度です。詳細は投票所担当の

区職員にご相談ください。 

エ 投票日当日の投票事務 

午前６時に投票所に集合し、午前７時から午後８時まで投票事務に従事した後、区

職員とともに開票所へ投票箱等の引継を行い、午後９時前後に解散となります。(休

憩あり) 

※ 原則として投票所から離れられないことを御承知おきください。 

(3) 投票所での職務 

投票管理者は、投票事務の最高責任者として、投票立会人の立会いのもとに投票事務

従事者(区職員・投票管理者推薦者)とともに、選挙人に投票所において正しい投票を行

わせるようにすることがその役目です。また、① 投票事務が適正かつ迅速に処理され

ているか、② 投票の秘密が守られているか、③ 投票所内の秩序が十分保たれているか
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等について常に注意していただく必要があります。 

＜主な職務＞ 

   ・投票に関する書類や物品を選挙管理委員会から受領すること 

   ・投票立会人が２人に達しない場合に補充選任すること 

   ・投票所内の設備等が完全であるかを点検すること 

   ・投票所を開くこと 

   ・選挙人名簿と対照し、選挙人が本人であるかどうか確認すること 

   ・投票用紙の交付の適正を図ること 

   ・投票所の秩序を保持すること 

   ・投票の状況を選挙管理委員会に報告すること 

   ・投票を拒否するかどうか、仮投票を許すかどうかについて決定すること 

   ・点字投票の申し立てを受けること 

   ・代理投票の申請を受け、その許否を決定すること 

   ・投票所を閉じること 

   ・投票箱を閉じること 

   ・投票録をつくること 

   ・投票箱、投票録等を開票管理者に送ること 

   ・投票に関する書類や物品(開票管理者に送致したものを除く)を選挙管理委員会に引き継ぐこと 

(4) 報酬(令和６年衆議院議員総選挙実績) 

26,000 円（１日あたり、13,000 円 ※約 1,500 円増額見込み） 

(5) 投票日当日にお持ちいただく物 

ア 朱肉で押す印鑑 

イ 弁当代 1,930 円 (弁当の希望有無は後日投票所担当の区職員が伺います。) 

 

３ 投票立会人 

(1) 要件 

ア 選挙権を有することが必要です。 

イ 投票立会人は在職中に選挙運動をすることができませんので、特定の政党や候補

者に関係がある方、後援会の役員等をされている方は避けてください。 

ウ 制度上投票日当日の途中交代は可能ですが、投票日１日を通して従事できる方を

推薦してください。 

(2) 投票日の職務 

   投票立会人は、投票が行われる際に投票事務に参与するとともに、投票事務の執行

が公正に行われるように監視することがその役目です。その担任する事務の主なもの

は次のとおりです。 

ア 投票手続全般について立ち会うこと。 

イ 次の場合に意見を述べること。 

・投票を拒否するかどうかについての意見を求められたとき。 
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・代理投票を拒否するかどうかについて意見を求められたとき。 

(この場合、投票管理者が拒否の決定を下したときは、それに対して異議を申し立

てることはできません。) 

・代理投票を補助する者の選任について意見を求められたとき。 

ウ 投票を拒否された選挙人又は投票を拒否されない選挙人について、異議があると

き意見を述べること。 

エ 代理投票を認められた選挙人について異議があるとき、意見を述べること。 

オ 投票箱の閉鎖に立ち会うこと。 

カ 投票録に署名すること。 

キ 投票管理者が投票箱を投票所から開票管理者のもとに送るときに付き添うこと。 

(3) 従事時間など 

ア 投票日当日の投票事務 

午前６時 30 分に投票所に集合し、午前７時から午後８時まで投票の立ち会いを行

っていただきます。(休憩あり) 

投票立会人２人のうち、どちらか１人は投票管理者、区職員とともに開票所に投票

箱等の引継を行い、午後９時前後に解散となります。(もう１人の投票立会人は投票

事務が終了し、投票所の撤収後に解散となります。) 

※ 原則として投票所から離れられないことを御承知おきください。 

イ 投票日前日の投票所設営 

投票立会人は、投票所設営は業務に含まれておりませんが、投票所施設の確認の意

味も含め、可能であれば投票所設営に立ち会ってください。 

(4) 報酬(令和６年衆議院議員総選挙実績) 

  12,000 円 ※約 1,500 円増額見込み 

(5) 投票日当日にお持ちいただく物 

ア 朱肉で押す印鑑 

イ 弁当代 1,930 円 (弁当の希望有無は後日投票所担当の区職員が伺います。) 

 

４ 投票事務従事者 

(1) 要件 

高校生以上であること。(ただし、最低２人は選挙権を有する方) 

⇒ 若者が選挙に従事することで、主権者教育(政治意識の向上)に役立ちます。 

※ 選挙人の選挙人名簿照合作業は、パソコンで行うこととなるため、最低１人はパソ

コンを使ったことがある方のご推薦をお願いいたします。 

(2) 投票日の職務 

ア 投票所入口付近での選挙人の案内 

イ パソコンによる名簿照合 

ウ ｢投票のご案内｣への照合印の押印と案内 

エ 投票用紙の交付              など 
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なお、職務につきましては、設営時等に投票所担当の区職員から説明があります。 

(3) 従事時間など 

ア 投票日前日の投票所設営 

    設営時間は基本的に午後１時～午後３時の２時間程度です。詳細は投票所担当の

区職員にご相談ください。 

イ 投票日当日の投票事務 

午前６時 30 分に投票所に集合し、午前７時から午後８時まで投票事務に従事した

後投票所の撤収を行い午後９時頃解散となります。(休憩あり) 

※ 原則として投票所から離れられないことを御承知おきください。 

(4) 賃金(令和７年支給予定額) 

  ア 投票日前日  2,800 円 

  イ 投票日当日 20,800 円(税引き後) 

(5) 投票日当日にお持ちいただく物 

ア 朱肉で押す印鑑 

イ 弁当代 1,930 円 (弁当希望者のみ) 

(6) その他 

 投票所設営･撤収の際に、器材運搬が発生します。また、当日は長時間の従事となり 

ますことを、あらかじめご了承下さい。 

 

※ 複数の町内会にまたがる投票区では、投票される方のプライバシー保護の観点から特

定の自治会・町内会に固まらないよう御配慮いただければ幸いです。 

 

 以上、選挙事務へ御協力のほど何卒よろしくお願いいたします。 
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 参 考  

   公職選挙法（抜粋） 

（第１条から第３６条まで省略） 

（投票管理者） 

第三十七条 各選挙ごとに、投票管理者を置く。 

２ 投票管理者は、選挙権を有する者の中から市町村の選挙管理委員会の選任した者をもつて、 

これに充てる。 

３ 衆議院議員の選挙において、小選挙区選出議員の選挙と比例代表選出議員の選挙を同時に行 

う場合においては、市町村の選挙管理委員会は、小選挙区選出議員についての投票管理者を同 

時に比例代表選出議員についての投票管理者とすることができる。 

４ 参議院議員の選挙において、選挙区選出議員の選挙と比例代表選出議員の選挙を同時に行う 

場合においては、市町村の選挙管理委員会は、選挙区選出議員についての投票管理者を同時に 

比例代表選出議員についての投票管理者とすることができる。 

５ 投票管理者は、投票に関する事務を担任する。 

６ 投票管理者は、選挙権を有しなくなつたときは、その職を失う。 

７ 市町村の選挙管理委員会は、市町村の区域を分けて数投票区を設けた場合には、政令で定め 

るところにより一以上の投票区を指定し、当該指定した投票区の投票管理者に、政令で定める 

ところにより、当該投票区以外の投票区に属する選挙人がした第四十九条の規定による投票に 

関する事務のうち政令で定めるものを行わせることができる。 

（投票立会人） 

第三十八条 市町村の選挙管理委員会は、各選挙ごとに、選挙権を有する者の中から、本人の承 

諾を得て、二人以上五人以下の投票立会人を選任し、その選挙の期日前三日までに、本人に通 

知しなければならない。 

２ 投票立会人で参会する者が投票所を開くべき時刻になつても二人に達しないとき又はその 

後二人に達しなくなつたときは、投票管理者は、選挙権を有する者の中から二人に達するまで 

の投票立会人を選任し、直ちにこれを本人に通知し、投票に立ち会わせなければならない。 

３ 当該選挙の公職の候補者は、これを投票立会人に選任することができない。 

４ 同一の政党その他の政治団体に属する者は、一の投票区において、二人以上を投票立会人に 

選任することができない。 

５ 投票立会人は、正当な理由がなければ、その職を辞することができない。 

（第３９条以下省略） 
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２













３月
2 5 6 △ 1 244 173 71
2 3 5 △ 2 146 117 29
0 0 0 0 0 0 0
0 1 0 1 12 18 △ 6
0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0
0 1 1 0 86 38 48

37 37 97 △ 60 1,977 1,865 112
0 1 1 0 12 12 0
4 5 3 2 36 28 8

1 2 2 1 50 17 33
2 1 1 0 2 49 33 16
3 1 1 3 23 22 1
4 1 5 △ 4 4 15 14 1
5 0 5 12 6 6

1 0
0 0
0 2
2 (2) 0

資料№ 3

令和７年３月31日現在
栄　    　区　    　内 横　　　浜　　　市　　　内

火 災 発 生 状 況 火 災 発 生 状 況

林　　野
車　　両 車　　両

令和６年 増△減
累計

件    数 件    数

火
災
種
別

建　　物

火
災
種
別

建　　物
林　　野

年     別
令和７年

令和６年 増△減 年     別 令和７年

そ  の  他 そ  の  他
焼損床面積 焼損床面積

死　者 死　者

負　傷　者 負　傷　者

船　　舶 船　　舶
航  空  機 航  空  機

損
害

主　な　出　火　原　因 主　な　出　火　原　因

損
害

配線器具

令和6年 増△減
配線器具 放火（疑い含む）

たばこ たばこ

笠間地区 上郷西地区

種     別 令和7年 令和6年 増△減 種    別 令和7年

ストーブ こんろ
その他 電気機器

小菅ケ谷地区 上郷東地区

※本年数値は速報のため変更する場合があります。

栄区連合町内会別火災発生状況　　＊(　)内の数字は今月分

豊田地区 本郷第三地区

本郷中央地区 連合未加入
合　　　計 5

【３月中の火災】
　３月22日　公田町　専用住宅の壁コンセント若干焼損

　３月25日　公田町　共同住宅１室37㎡焼損　死者１名、負傷者４名

栄区内の火災・救急状況について

火災情報

区連会４月定例会資料

令和７年４月 日

栄 消 防 署



　

３月
696 2,091 2,073 18 63,697
543 1,597 1,571 26 45,067
15 50 46 4 2,070

106 368 354 14 11,365
32 76 102 △ 26 5,195

 

　　

　　　　　　　　

栄　    　区　    　内

救　急　状　況

横　　　浜　　　市　　　内

救　急　状　況

令和７年３月31日現在

件    数 99

年     別
令和７年

令和６年 増△減 年     別

63,598

令和７年 令和６年 増△減
累計

件    数

△ 331
そ  の  他 そ  の  他 650

急    病 急    病 △ 179
交 通 事 故 交 通 事 故 △ 41
一 般 負 傷 一 般 負 傷

45,246
2,111

11,696
4,545

救急情報救急情報

◆令和６年の住宅火災による死者24人のうち13人は住宅用火災警報器が未設置

（設置不明含む。）の世帯で発生しています。

◆現在、本市の法令設置率は83.5%、条例設置率は62.3%です。

設置義務化から10年以上が経過し、当初設置された住宅用火災警報器の機能が低下し、

交換時期を迎える機器が増加しています。

住宅用火災警報器を設置しましょう

点検ボタンを押す または ヒモをひく

交換が困難な方は、消防職員による取付のお手伝いもしています。

不明な点は栄消防署までご相談ください。

お問合せ先 栄消防署総務・予防課 ☎／FAX ８９２－０１１９

✉sy-sakaeyobo@city.yokohama.lg.jp



初期消火器具設置費用の一部補助について【周知依頼】

１ 事業の趣旨 

  消防局では、自治会町内会が初期消火器具を設置・更新（器材全て又は一部）する費用の

一部を補助する事業を行っており、この度、補助金交付申請の受付を開始します。

２ お願いしたいこと 

【区連長 】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で周知をお願いします。 

【単位会長】定例会等でご検討いただき、申請する場合はお住いの区の消防署に 

ご相談の上、申請を行ってください。 

３ 申請要件 

  下記３つに当てはまる単一の自治会町内会が対象となります。 

(1) 地域に消火栓がある。

(2) 家屋が密集し、火災が発生した場合に延焼拡大の恐れがある。

(3) 定期的に訓練を実施できる。

４ 申請方法 

(1) 受付期間：令和７年４月１日（火）～９月 30日（火）

(2) 申請方法：申請書に必要事項を記入の上、栄消防署に御提出をお願い致します。

※ 申請書は横浜市ウェブサイトからダウンロードまたは栄消防署でお渡しします。

○「横浜市 初期消火器具」で検索 ○２次元コード

区連会４月定例会説明資料
令 和 ７ 年 ４ 月 2 1 日 
栄 消 防 署 総 務 ・ 予 防 課

初期消火器具とは？ 

初期消火器具には、初期消火箱（固定式）

とスタンドパイプ式初期消火器具（可搬式）

の２種類があり、消防車が進入できない道路

狭隘地域等においても、市民の皆さまが消火

栓にホースを直接接続し、有効な初期消火活

動を行うことができる消火器具です。特にス

タンドパイプ式初期消火器具は機動性に優

れ、容易に取り扱うことができます。 初期消火箱（固定式）

スタンドパイプ式

初期消火器具(可搬式) 

裏 面 あ り

資料 N0. 4



５ 補助の対象経費 

  今年度も引き続き、①初期消火器具の新規設置又は器材全ての更新設置の場合、②消防

用ホースなどの器材の一部更新や、既に自治会町内会が所有している初期消火箱への新た

な資機材（スタンドパイプや台車等）を追加する場合の補助を行います。 

また、令和７年度からは、③横浜市密集市街地における地震火災対策計画で定める「重点

対策地域」に該当する町丁目に初期消火器具を新規設置する場合、初期消火器具の整備に要

する経費（税込金額）の 10分の９に相当する額（上限 27万円）を補助するメニューを新た

に追加します。 

 

 整備内容 補助の対象経費 

① 
初期消火器具の新規設置又は器材

全ての更新設置の場合 

初期消火器具の整備に要する経費（税込金額）の

２/３に相当する額（上限 20万円/１件） 

② 
初期消火器具の一部更新設置※１の

場合 

初期消火器具の整備に要する経費（税込金額）の

２/３に相当する額（上限７万円/１件） 

③ 
「重点対策地域」に該当する町丁目

に初期消火器具を新規設置する場合 

初期消火器具の整備に要する経費（税込金額）の

９/10に相当する額（上限 27万円/１件） 

※栄区は「重点対策地域」に該当する地域はありません。 

 

６ 参考 

  栄区内初期消火器具設置状況（令和７年３月 31日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

７ お問合せ先 

  栄消防署総務・予防課 予防担当 TEL 045-892-0119 

 

 
 
 

令和３年度新規設置 ３基 

令和４年度新規設置 ０基 

令和５年度新規設置 ２基 

令和６年度新規設置 １基 

区内設置済み総数 97基 

栄消防署総務・予防課 
担当 新倉 池田 滝沢 
電話・FAX 045-892-0119 
メール sy-sakaeyobo@city.yokohama.lg.jp 



各自治会町内会 会長 様 

日本赤十字社栄区地区委員会 

委員長  松永 朋美 

令和７年度 日赤活動資金の募集について【協力依頼】 

１ 事業の趣旨 

  令和７年度「日赤活動資金募集」への協力依頼。  

  例年、赤十字活動につきましては、格別のご理解ご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。 

  本年度もその活動財源となります標記活動資金へのご協力につきまして、次のとおり募集させて 

いただきますので、ご協力くださいますようお願いいたします。 

２ お願いしたいこと 

【 区 連 長 】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会にて情報提供をお願いいたします。 

【単位会長】日赤活動資金の募集にご協力をお願いいたします。 

３ 募集期間 

令和７年５月１日～６月 30 日 

※令和７年度分の活動資金については、令和７年８月末日までに納入くださいますようお願いいたし

ます。

４ 納入方法 

  次のいずれかの方法で納入をお願いいたします。 

（１） 郵便局にて払込 ※同封の払込用紙をご使用ください。

 

 

（２） 直接持参

下記事務局まで直接ご持参ください。

【窓口受付時間】 祝祭日を除く、月～金 午前９時～午後５時

（区社協協力金と同時にお預かりさせていただきます） 

５ 活動資金の使途内容 

集められた活動資金（募金）の 8割は、国内外で発生した自然災害等の救援・救助活動や、ボランテ

ィアの育成、看護師養成、社会福祉活動事業の援助等に広く使われます。 

また 2割は、区内で実施する各種救急法等の講習、地域支援事業、民家火災発生時や水害発生時

の救援物資等に使われる予定です。 

６ 別紙 

（１） 令和７年度 日赤活動資金予定額一覧表（区全体・地区別）

【事務局】 

社会福祉法人 横浜市栄区社会福祉協議会 （担当 小沼） 

電 話 ： 045-894-8521   F A X ： 045-892-8974 

e-mail ：office@sakaeku-shakyo.jp

区連会４月定例会資料 

令和７年４月 21日 

栄区社会福祉協議会 

令和７年度より、郵便局にて払込により納入いただいた場合は、郵便局の「払込票兼受領証」をもって、

日赤活動資金の領収書とさせていただきます。改めて領収書等の発送はいたしませんので、ご了承ください。 

なお、別途領収書が必要な場合は、事務局までお申し出ください。個別に対応させていただきます。 

資料No.５



 

 

 

各自治会町内会 会長 様 

 

社会福祉法人 横浜市栄区社会福祉協議会 

事務局長   田中 孝秀 

 

 

令和７年度 区社協協力金について【協力依頼】 
 

１ 事業の趣旨 

  令和７年度「区社協協力金」への協力依頼。  

  平素より地域福祉の推進に多大なるご尽力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

  本会では、栄区に住む誰もが安心して生活できる街づくりを目的に、高齢者や障害者、子育て世帯

や生活困窮世帯等への支援活動、地区社会福祉協議会への活動助成等を行っています。今後も地域

の皆様とともに活動を継続・発展させるため、区社協協力金へのご協力をお願いいたします。 
  
２ お願いしたいこと 

【 区 連 長 】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会にて情報提供をお願いいたします。 

【単位会長】区社協協力金にご協力をお願いいたします。 

 

３ 募集期間 

令和７年５月１日～６月 30 日 

※令和７年度分の区社協協力金については、令和７年８月末日までに納入くださいますようお願い 

いたします。 

 

４ 納入方法 

  次のいずれかの方法で納入をお願いいたします。 

（１） 郵便局にて払込 ※同封の払込用紙をご使用ください。 

 

 

 

 

（２） 直接持参 

下記事務局まで直接ご持参ください。 

【窓口受付時間】 祝祭日を除く、月～金 午前９時～午後５時 

（日赤活動資金と同時にお預かりさせていただきます） 

 

５ 別紙 

（１） 令和７年度 区社協協力金予定額一覧表（区全体・地区別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事務局】 

社会福祉法人 横浜市栄区社会福祉協議会 （担当 小沼） 

電 話 ： 045-894-8521   F A X ： 045-892-8974 

e-mail ：office@sakaeku-shakyo.jp 

令和７年度より、郵便局にて払込により納入いただいた場合は、郵便局の「払込票兼受領証」をもって、

区社協協力金の領収書とさせていただきます。改めて領収書等の発送はいたしませんので、ご了承ください。 

なお、別途領収書が必要な場合は、事務局までお申し出ください。個別に対応させていただきます。 



令和7年度 日赤活動資金等依頼額一覧表(地区別)

豊田地区 （単位：円）

世帯数 対象世帯数
日赤活動資金
目標額＠200

区社協協力金
目標額＠32

目標額合計

1 飯島町内会 2300 2,185     437,000    69,920      506,920     

2 富士見台自治会 350 333        66,600      10,656      77,256       

3 飯島団地自治会 600 570        114,000    18,240      132,240     

4 飯島ひかりが丘自治会 325 309        61,800      9,888        71,688       

5 芙蓉台自治会 112 106        21,200      3,392        24,592       

6 百合ヶ丘自治会 151 143        28,600      4,576        33,176       

7 本郷台自治会 1555 1,477     295,400    47,264      342,664     

8 金井町内会 170 162        32,400      5,184        37,584       

9 田谷町内会 600 570        114,000    18,240      132,240     

10 長尾台町内会 800 760        152,000    24,320      176,320     

11 ｺｰﾌﾟ野村戸塚長沼自治会 74 70         14,000      2,240        16,240       

13 栄ﾘﾍﾞﾗﾋﾙｽﾞ自治会 90 86         17,200      2,752        19,952       

14 みどり野ﾊｲﾂ自治会 183 174        34,800      5,568        40,368       

15 かいがら坂ﾊｲﾂ自治会 100 95         19,000      3,040        22,040       

16 ﾆｭｰｼﾃｨｰ本郷台ﾊﾟｰｸﾋﾙｽﾞ自治会 167 159        31,800      5,088        36,888       

17 ｴｺﾋﾙｽﾞ横浜自治会 163 155        31,000      4,960        35,960       

18 ワンダースケープ自治会 411 390        78,000      12,480      90,480       

計 8,151     7,744     1,548,800  247,808    1,796,608   

※実施期間：令和7年5月1日～6月30日

※対象世帯数は令和7年1月1日の自治会・町内会加入世帯数から5％を控除したものです。



令和7年度　日赤活動資金等依頼額一覧表（地区別）

笠間地区 （単位：円）

世帯数 対象世帯数
日赤活動資金
目標額＠200

区社協協力金
目標額＠32

目標額合計

19 大船ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ自治会 161 153        30,600      4,896        35,496       

20 笠間上町町内会 200 190        38,000      6,080        44,080       

21 笠間山王町内会 160 152        30,400      4,864        35,264       

22 笠間町内会 350 333        66,600      10,656      77,256       

23 笠間西南町内会 115 109        21,800      3,488        25,288       

24 笠間田立町内会 900 855        171,000    27,360      198,360     

25 笠間中央町内会 510 485        97,000      15,520      112,520     

26 笠間通り町町内会 710 675        135,000    21,600      156,600     

27 笠間福住町内会 190 181        36,200      5,792        41,992       

28 笠間宮上町内会 186 177        35,400      5,664        41,064       

29 笠間余曽根町内会 220 209        41,800      6,688        48,488       

30 第２大船ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ自治会 307 292        58,400      9,344        67,744       

31 第３大船ﾊﾟｰｸﾀｳﾝ自治会 299 284        56,800      9,088        65,888       

32 松ヶ丘町内会 211 200        40,000      6,400        46,400       

33 ﾗｲﾌﾞﾀｳﾝ大船自治会 118 112        22,400      3,584        25,984       

34 ガーデンアソシエ自治会 1492 1,417     283,400    45,344      328,744     

計 6,129     5,824     1,164,800  186,368    1,351,168   

※実施期間：令和7年5月1日～6月30日

※対象世帯数は令和7年1月1日の自治会・町内会加入世帯数から5％を控除したものです。



令和7年度　日赤活動資金等依頼額一覧表（地区別）

小菅ヶ谷地区 （単位：円）

世帯数 対象世帯数
日赤活動資金
目標額＠200

区社協協力金
目標額＠32

目標額合計

35 市営小菅ヶ谷第２住宅自治会 103 98         19,600      3,136        22,736       

36 春日町内会 327 311        62,200      9,952        72,152       

37 小菅ヶ谷五月会 85 81         16,200      2,592        18,792       

38 小菅ヶ谷第一町内会 1350 1,283     256,600    41,056      297,656     

39 小菅ヶ谷町内会 1012 961        192,200    30,752      222,952     

40 小菅ヶ谷睦会町内会 130 124        24,800      3,968        28,768       

41 市営小菅ヶ谷住宅自治会 292 277        55,400      8,864        64,264       

42 市営本郷台住宅自治会 238 226        45,200      7,232        52,432       

43 本郷台駅前市街地住宅自治会 350 333        66,600      10,656      77,256       

44 本郷台中央自治会 302 287        57,400      9,184        66,584       

45 大船富士見台自治会 140 133        26,600      4,256        30,856       

46 東武本郷台自治会 318 302        60,400      9,664        70,064       

47 小菅ヶ谷西谷戸町内会 1100 1,045     209,000    33,440      242,440     

計 5,747     5,461     1,092,200  174,752    1,266,952   

※実施期間：令和7年5月1日～6月30日

※対象世帯数は令和7年1月1日の自治会・町内会加入世帯数から5％を控除したものです。



令和7年度　日赤活動資金等依頼額一覧表（地区別）

本郷中央地区 （単位：円）

世帯数 対象世帯数
日赤活動資金
目標額＠200

区社協協力金
目標額＠32

目標額合計

49 ｺｰﾌﾟ野村湘南本郷台自治会 194 184        36,800      5,888        42,688       

50 ｺｰﾌﾟ野村本郷台自治会 151 143        28,600      4,576        33,176       

51 ﾌﾛｰﾗ桂台自治会 391 371        74,200      11,872      86,072       

52 朝日平和台自治会 269 256        51,200      8,192        59,392       

53 桂台団地自治会 274 260        52,000      8,320        60,320       

54 公田町団地自治会 950 903        180,600    28,896      209,496     

55 公田ﾊｲﾂ自治会 206 196        39,200      6,272        45,472       

56 椎郷台町内会 78 74         14,800      2,368        17,168       

57 湘南ﾊｲﾂ自治会 600 570        114,000    18,240      132,240     

58 桂公田町会 1306 1,241     248,200    39,712      287,912     

59 桂台自治会 992 942        188,400    30,144      218,544     

60 湘南桂台自治会 1657 1,574     314,800    50,368      365,168     

61 ｸﾞﾘｰﾝﾃﾗｽ本郷台自治会 150 143        28,600      4,576        33,176       

計 7,218     6,857     1,371,400  219,424    1,590,824   

※実施期間：令和7年5月1日～6月30日

※対象世帯数は令和7年1月1日の自治会・町内会加入世帯数から5％を控除したものです。

※椎郷台町内会は令和７年度分をすでに納入済みです。



令和7年度　日赤活動資金等依頼額一覧表（地区別）

本郷第三地区 （単位：円）

世帯数 対象世帯数
日赤活動資金
目標額＠200

区社協協力金
目標額＠32

目標額合計

62 鍛冶ヶ谷町内会 1450 1,378     275,600    44,096      319,696     

63 港南台ﾌﾟﾘﾝｽﾊｲﾂ自治会 366 348       69,600      11,136      80,736       

64 本郷富士見ケ丘自治会 239 227       45,400      7,264        52,664       

65 元大橋町内会 880 836       167,200    26,752      193,952     

66 若竹町内会 410 390       78,000      12,480      90,480       

67 若竹山手町会 124 118       23,600      3,776        27,376       

68 中野町内会 677 643       128,600    20,576      149,176     

69 ﾗｰﾊﾞﾝ港南台自治会 100 95         19,000      3,040        22,040       

計 4,246     4,035     807,000    129,120    936,120     

※実施期間：令和7年5月1日～6月30日

※対象世帯数は令和7年1月1日の自治会・町内会加入世帯数から5％を控除したものです。



令和7年度　日赤活動資金等依頼額一覧表（地区別）

上郷西地区 （単位：円）

世帯数 対象世帯数
日赤活動資金
目標額＠200

区社協協力金
目標額＠32

目標額合計

71 犬山町会 1200 1,140     228,000    36,480      264,480     

72 尾月自治会 391 371        74,200      11,872      86,072       

73 上之町内会 740 703        140,600    22,496      163,096     

74 亀井町自治会 409 389        77,800      12,448      90,248       

75 上郷西ヶ谷団地自治会 400 380        76,000      12,160      88,160       

77 港南台ｺｰﾄﾊｳｽ自治会 139 132        26,400      4,224        30,624       

計 3,279     3,115     623,000    99,680      722,680     

※実施期間：令7年5月1日～6月30日

※対象世帯数は令和7年1月1日の自治会・町内会加入世帯数から5％を控除したものです。



令和7年度　日赤活動資金等依頼額一覧表（地区別）

上郷東地区 （単位：円）権

世帯数 対象世帯数
日赤活動資金
目標額＠200

区社協協力金
目標額＠32

目標額合計

78 上郷町内会 720 684        136,800    21,888      158,688     

79 庄戸一丁目町会 215 204        40,800      6,528        47,328       

80 庄戸二丁目町会 185 176        35,200      5,632        40,832       

81 長倉町自治会 196 186        37,200      5,952        43,152       

82 上郷ﾈｵﾎﾟﾘｽ自治会 795 755        151,000    24,160      175,160     

83 東上郷青葉ヶ丘自治会 230 219        43,800      7,008        50,808       

84 上郷台共同住宅自治会 106 101        20,200      3,232        23,432       

85 みどりが丘自治会 410 390        78,000      12,480      90,480       

86 庄戸三丁目町会 316 300        60,000      9,600        69,600       

87 庄戸四丁目町会 188 179        35,800      5,728        41,528       

計 3,361     3,194     638,800    102,208    741,008     

※実施期間：令和7年5月1日～6月30日

※対象世帯数は令和7年1月1日の自治会・町内会加入世帯数から5％を控除したものです。



連合等 豊田 笠間・小菅ヶ谷 鎌倉市 本郷中央 上郷西 上郷東 釜利谷（金沢区）

事業者
施行区間

国土交通省施行区間 東日本高速道路㈱施行区間

横浜湘南道路
小雀工区

横浜環状南線
栄・戸塚工区

田谷工区 飯島工区
朝日平和台・岩瀬・笠間・

小菅ヶ谷・飯島地区
公田地区 上郷・桂台地区 庄戸地区 釜利谷地区

Ｒ６
年度
以前

第1四
半期

第2四
半期

第3四
半期

第4四
半期

事業名 「横浜藤沢線」 「上郷公田線（公田地区）」 「上郷公田線（上郷・桂台地区）」

第1四
半期

第2四
半期

第3四
半期

第4四
半期

令和７年度 横浜環状南線・横浜湘南道路全体の主な予定について（R7.4.21）【情報提供】

戸塚区
金沢区

横
浜
市

関
連
街
路
事
業

横
国
・Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

高
速
道
路
事
業

※工事に関する情報は、工事説明会のほか適宜回覧等でお知らせします。

トンネル（公田笠間トンネル） トンネル（桂台トンネル）
掘割

土工橋梁 掘割
橋梁

掘割

資 料  No. ６
栄 区 区 連  会 ４  月  定 例 会 資 料
令 和 ７ 年 ４ 月 2 1  日
国 土 交 通  省 横 浜  国 道 事 務 所
東日本高速道路(株)横浜工事事務所
横 浜 市 道 路 局

「田谷線」「横浜藤沢線」「環状４号線（田谷交差点改良）」
「笠間交差点改良」「環状４号線[原宿六浦]（笠間～鎌倉女子拡幅）」

土工
掘割

トンネル 橋梁 土工

栄区

戸塚インター（仮称）

栄インター・ジャンクション（仮称）
公田インター（仮称）

釜利谷
ジャンクション

笠間換気所（仮称）

公田換気所（仮称）

※インターチェンジ・ジャンクション・換気所・
トンネルなどの名称は、釜利谷ジャンクション
以外すべて仮称です。

●公田笠間トンネル工事

（H28.4～）

●公田インターチェンジ工事
（R3.4～）

●桂台トンネル工事（H27.4～）
●神戸橋（PC上部工）工事（R2.12～）
●桂台トンネル管理用地下構造物工事
（R5.10～）

●釜利谷庄戸トンネル工事
（R3.2～）

●釜利谷ジャンクション
Hランプ 第二トンネル工事

（R3.10～R7.3）

●釜利谷庄戸トンネル工事
（R3.2～）

●小雀高架橋
橋梁工事

●トンネル工事

●戸塚ＩＣ改良工事
●田谷地区橋梁工事
●小雀地区橋梁工事

●栄IC・JCT橋梁工事
●ＪＲ跨線橋梁工事

●栄IC・JCT橋梁工事
●小雀地区改良工事
●トンネル工事

●戸塚ＩＣ改良工事
●田谷地区橋梁工事
●小雀地区橋梁・
改良工事

◆ 高速横浜環状南線・横浜湘南道路(圏央道)
国土交通省横浜国道事務所
圏央道ホームページ

◆ 高速横浜環状南線
東日本高速道路(株)横浜工事事務所
「よこかんみなみ」ホームページ

◆ 横浜市関連街路事業
（上郷公田線、横浜藤沢線、田谷線、笠間交差点）

道路局横浜環状道路調整課 電話 045-671-2759

●水路切り回し工事
【横浜藤沢線】
（栄区田谷町地内）

●農水路切り回し工事
【田谷線】
（栄区田谷町地内）

●地盤改良工事
●路床改良工事
【横浜藤沢線】
（栄区田谷町地内）

●電線共同溝工事
●歩道橋ｽﾛｰﾌﾟ基礎工事

【笠間交差点】

●掘割区間の
擁壁工事

●桂町トンネル～
公田ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ間
の切土工事

●公田換気所横の
切土工事

●路床改良工事
【横浜藤沢線】
(戸塚区小雀町地内）

●道路切替え工
【横浜藤沢線】
(戸塚区小雀町地内）

工事・測量
・設計・調査

凡例

工事説明会

●歩道橋架け替え工事
●交差点切替え工事

【笠間交差点】

●事業説明会

トンネル
（釜利谷庄戸トンネル）

土工土工



連合等 豊田 笠間・小菅ヶ谷 鎌倉市 本郷中央 上郷西 上郷東 釜利谷（金沢区）

事業者
施行区間

国土交通省施行区間 東日本高速道路㈱施行区間

横浜湘南道路
小雀工区

横浜環状南線
栄・戸塚工区

田谷工区 飯島工区
朝日平和台・岩瀬・笠間・

小菅ヶ谷・飯島地区
公田地区 上郷・桂台地区 庄戸地区 釜利谷地区

沿
線
工
事
の
状
況

⑨

栄インター・ジャンクション（仮称）
公田インター（仮称）

釜利谷
ジャンクション

笠間換気所（仮称）

公田換気所（仮称）

戸塚インター（仮称）

横浜環状南線事業の進ちょく状況について≪参考≫

栄区

戸塚区

金沢区

『釜利谷庄戸トンネル工事』
下り線の掘削等を行ってい
ます。

『桂台トンネル工事』
令和6年11月15日（金）に、シールドマシン
は発進到達立坑に到達しました。
現在はシールドマシンの解体作業を行って
います。

『公田インターチェンジ工事』
本線の掘削等を行っています。

『公田笠間トンネル工事』
シールドトンネルの掘進を行って
います。

※インターチェンジ・ジャンクション・換気所・
トンネルなどの名称は、釜利谷ジャンクション
以外すべて仮称です。

『釜利谷ジャンクションＨランプ
第二トンネル工事』はR7.3に
しゅん功しました。
釜利谷ジャンクションでは引き
続き、土工等を行っています。

『戸塚IC工事』
インターチェンジの
改良工事等を行ってい
ます。

『小雀地区トンネル工事』
トンネル工事（シールドマ
シン掘進）を行っていま
す。

『栄IC・JCT橋梁上部工事』
田谷町地区内にて
インターチェンジ・ジャンクションの
橋梁工事を行っています。

『田谷地区橋梁工事』
『小雀地区橋梁工事』
高架橋の橋梁工事等
を行っています。

『小雀高架橋 栄IC・JCT
ランプ橋』の橋梁工事等
を行っています。

『栄IC・JCT橋梁
工事』

インターチェンジ・
ジャンクションの
橋梁工事を行って
います。

⾄ 藤沢IC

⽥⾕交差点

⾄

原
宿
交
差
点

⾄ 釜利⾕

⾄

藤
沢

⾄ 栄IC・JCT（仮称）

⾄

横
浜⼾塚IC（仮称）

至 釜利谷JCT

至 藤沢IC

至 戸塚IC（仮称）

至 戸塚IC（仮称）

至 釜利谷JCT

至 釜利谷JCT

至 藤沢IC至 戸塚IC（仮称）

土工
掘割

トンネル 橋梁 土工 トンネル（公田笠間トンネル） トンネル（桂台トンネル）
掘割

土工橋梁 掘割
橋梁

掘割 土工土工

⑩

⑧

7

⑥

5

④

③

②

① ⑪ ⑫

⑬

⑭

トンネル
（釜利谷庄戸トンネル）



各自治会町内会長 様

みどり環境局環境活動事業課担当課長 

令和 7 年度「地域緑まちづくり事業」の提案募集について【情報提供】 

１ 趣旨

当課では、市民の皆様が主体となって、住宅地や商店街等での緑化計画を提案して頂き、

選考を通過した団体と協定を締結の上、計画の実現に向け助成金を交付する「地域緑のま

ちづくり事業」を実施しています。 

これまで多くの自治会町内会でもご活用頂いており、令和７年度の募集についても情報

提供させて頂きます。 

２ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 

３ 提案提出期限・提出方法 

〇必要書類：一次提案「応募申込書・提案書」 

○受付期間：令和７年６月９日（月）～６月 13 日（金）（必着）

提案書（計画書）の作成にあたっては、横浜市による事業説明とアドバイザーによる支
援を受けることができます。 
応募をご検討の方・本事業にご興味のある方は、ホームページに掲載している募集要項

等をご覧ください。また、ご不明な点等があれば、環境活動事業課緑化担当までご連絡く
ださい。 

４ その他 

様式のデータ、募集要項等はホームページにてダウンロードいただけます。 

【地域緑まちづくり事業ホームページ】 

  担当：みどり環境局環境活動事業課緑化担当 

高村、相羽 

 E メール mk-ryoka@city.yokohama.lg.jp 

電話 045-671-3447 

区連会４月定例会資料

令 和 ７ 年 ４ 月 2 1 日

みどり環境局環境活動事業課

資料Ｎｏ．７

地域緑のまちづくり 検索 
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区 連 会 ４ 月 定 例 会 資 料 
  令  和  ７ 年  ４ 月  21  日 
みどり環境局環境活動事業課
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青葉区

都筑区 港北区

鶴見区

神奈川区
旭区

緑区

瀬谷区

保土ケ谷区

西区

中区
磯子区

金沢区

港南区
戸塚区

泉区

栄区

南区

箕輪町地区

白根台第九地区

左近山地区

名瀬たかの台地区
上飯田地区 山手地区

馬車道地区

竹山三丁目地区

六ッ川・永田地区

洋光台一丁目地区
中原三丁目地区

金沢文庫すずらん通り地区

柿の木台地区

牛久保西地区

錦が丘地区

生麦・新子安地区

北寺尾地区

末広地区

東本郷地区
霧の里地区

上星川地区
みなとみらい 21 横浜駅東口・中央地区
みなとみらい 21 新港地区みなとみらい 21 中央地区

平楽地区

初黄・日ノ出町地区

湘南桂台地区 フローラ桂台
自治会周辺地区

六浦東地区

仲町台駅前地区

寺谷地区

関内地区

石川町地区
日本大通り地区

菅田地区

大倉山つつみ通り地区

東山田四丁目地区江田駅周辺地区

三保町宮根地区
鴨居・白山一丁目地区

2023 年度協定締結地区

2024 年度協定締結地区

協定締結期間終了地区 2025 年 4月現在

霧が丘六丁目地区
武蔵中山台地区

前田町桜の丘地区
柏尾町地区

中之丸地区 汐見台 2丁目地区

磯子・岡村地区

野毛本通り地区

南幸地区

日野団地地区

地域緑のまちづくり実施地区一覧

洋光台五街区周辺地区

山下公園通り地区

新横浜二丁目地区

大倉山地区

上菅田地区
上白根国際地区

若葉台もみじ

綱島西地区

磯子３丁目地区

六浦台地区

自治会周辺地区

すすき野三丁目地区

緑園都市地区

日吉地区

元町河岸通り地区

関内桜通り地区

お三の宮通り周辺地区

野庭団地地区

白根二丁目地区

青葉台地区

深谷町東山地区

中川西地区

2022 年度協定締結地区

元町通り地区

上飯田ＳＣ周辺地区



「横浜市みんなのおでかけ交通事業」について【情報提供】 

１ 事業の趣旨 

  誰もが移動しやすい環境を整えていくため、地域公共交通を「増やす」取組として「横浜

市地域交通サポート事業」に代わる新たな制度「横浜市みんなのおでかけ交通事業」を創設

し、令和７年度から運用を開始しましたので情報提供します。

２ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 

３ 添付資料 

パンフレット

（「横浜市みんなのおでかけ交通事業」について）

４ 事業概要 

  買い物などの日常生活の移動が不便と感じる地域で、日常生活圏（自宅周辺エリアや最

寄り駅）を移動するための新たな地域公共交通「おでかけシャトル」を導入し、地域の移動

課題の解決を目指す事業です。 

  「おでかけシャトル」の導入に向けては、住民・行政・交通事業者など関係者が協力しな

がら、連携して取り組むことが必要です。 

  新たな制度では、アンケート調査の実施や関係者との調整支援等、地域等の取組に対す

る様々な支援を行うとともに、運行経費、車両導入等の環境整備費、その他地域公共交通の

運行に必要となる経費の一部を補助します。 

市連会４月定例会説明資料
令 和 ７ 年 ４ 月 2 2 日
都市整備局地域交通推進課

都市整備局地域交通推進課 
担当 勝山、星野 
電話 045-671-3800 /FAX 045-663-3415 
メール tb-chikikotsu@city.yokohama.lg.jp

資料No .８



運行
スタート！

地域の皆様の取組意向

移動しやすく
暮らしやすいまちに
したい！

運行計画の作成

地域でアンケート

を実施

利用状況チェック

地域でアンケートを実施

●どんな事業なの？

●取組体制 検討 ・ 伴走

市役所・区役所

取組主体 ・ 利用促進

住民・企業 交通事業者
運行 ・ 安全管理

検討・伴走 補助金交付

横浜市
みんなのおでかけ交通事業
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Q&A
Q.1 どのように活動を始めればよいですか

　まずは担当部署 （都市整備局地域交通推進課ま 

たは各区区政推進課） へご相談ください。 移動に 

関するお困りごと等についてお伺いするとともに、 

本事業の内容や活動の進め方、 地域の皆さまに担

っていただく役割などについてご説明いたします。

　実証運行段階は、 収支率を２年連続で達成出来 

なかった場合は、 実証運行を中止し、 地域、 運

行事業者、 横浜市の３者で取組の方向性について

協議を行います。

　本格運行段階は、 公共交通圏域外を含む場合、

運行経費の 50％ にあたる額が本事業における

補助の上限額となりますので、これを達成出来ない

場合は運行の継続が困難となります。 （地域、

交通事業者等が不足額を補う場合は継続可能）

Q.2 活動を進めていく中で、地域ではどの
         ようなことをする必要がありますか

Q.3 運行継続条件の収支率が達成できなかっ
         た場合はどうなりますか

　地域の皆さまが主体となって課題をしっかりと把

握し、 合意形成を図りながら活動を進めていくこと

が重要です。 具体的には、 移動動向アンケ―トの

配布 ・ 回収、 バス停留所候補地の周辺住民への

協力依頼、利用啓発活動等を担っていただきます。

「２導入までの流れ」 も併せてご確認ください。

Q.4 敬老パスは使えますか

2025 年４月発行

横浜市都市整備局地域交通推進課　〒231-0005　横浜市中区本町６－50－10

TEL ： 045-671-3800　FAX ： 045-663-3415

取組にあたっての留意点

８８８８

地域のもりあがり 持続可能な交通サービス

今ある公共交通を活かす安全安心な運行

　地域の皆さまが主体となって移動の課題を

しっかり把握し、 地域の総意として　　　　

　　　　　 の導入に向け取り組むことが必要

です。

　プロのドライバーであるバス ・ タクシー事業

者による運行を基本とします。

　地域で　　　　　　　を定着させるために

は、 多くの方々の 利用による運賃収入が必要

不可欠です。 運賃収入のほか、 地元企業等に

運行のサポーターとなってもらうことも考えられま

す。

　              は、 鉄道やバスを補完する

交通サービスです。 検討の際は、 周辺のバス

路線等と役割を分担することが必要です。

　令和７年 10 月より　　　　　　　 でも利用可能 

となります。敬老パスを提示することで半額程度の

割引運賃で乗車できます。

　あわせて、 福祉パス ・ 特別乗車券も利用でき、

提示することで無料で乗車できます。 誰にとっても

利用しやすい                        となるよう検討し

ましょう。



新たな「横浜市地震防災戦略」について【情報提供】

１ 趣旨 

本市では、令和６年能登半島地震の状況などを踏まえ、市の地震防災対策を

強化するため、「地震防災戦略」を刷新しました。 

12月に素案を公表し、市民意見募集を通じていただいたご意見（計 482件）

等を踏まえ、戦略をとりまとめることができましたので、意見募集等へのご協

力にお礼を申し上げるとともに、戦略の内容をご報告いたします。 

また、各区連会に危機管理室職員が伺い、戦略に関するご説明をさせていた

だきますので、ご理解・ご協力のほどお願いいたします。 

２ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で周知をお願いします。 

３ 地震防災戦略について 

(1) 戦略の位置付け・期間

〇 地震防災戦略とは、横浜市防災計画に基づき、大規模地震の被害軽減に

向けて市役所が取り組む行動計画（アクションプラン）です。 

〇 戦略期間は令和７～15 年度とし、そのうち令和７～11 年度を「集中取

組期間」として各取組を推進していきます。 

〇 戦略の推進にあたっては、自治会町内会や地域防災拠点運営委員会など、

地域の方々と意見を交わしながら、実効性のある取組を展開していきます。 

(2) 戦略の概要

別紙のとおり

(3) 戦略（冊子データ）及び市民意見募集の結果

市ウェブサイト（下記ページ）に掲載しています。

URL：https://www.city.yokohama.lg.jp/bousai-kyukyu-bohan/bousai-saigai/data/bosaikeikaku/senryaku/ikenboshuu.html

総務局危機管理室防災企画課 担当：阿武、田岡 

電   話 671-4096 

電子メール so-bousaikikaku@city.yokohama.lg.jp 

市連会４月定例会説明資料 
令 和 ７ 年 ４ 月 1 0 日 
総 務 局 防 災 企 画 課 

資 料 N o . ９













戸籍氏名の振り仮名記載について【情報提供】 

１ 趣旨・概要 

  戸籍法の改正に伴って、行政手続きのデジタル化の推進等のために戸籍の氏名に振り仮

名が記載されるようになります。 

令和７年５月 26日時点（改正法の施行日）において本籍を置く市区町村から皆様（原則

として戸籍の筆頭者宛て）に振り仮名が記載された通知が発送されますので、届きましたら

内容の確認をお願いします。 

２ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 

３ 今後の流れ 

(1) 令和７年５月 26 日から夏頃まで

各ご家庭に、戸籍に記載する予定の振り仮名がハガキで届きます。このハガキは同一戸

籍にいる方全員分（１通に４名まで）の振り仮名が記載されており、戸籍内で住所が別の

方がいる場合は、同内容のハガキがそれぞれの住所あて郵送されます。 

【通知ハガキ 表面のイメージ】 

≪裏面もあります。≫ 

市連会４月定例会説明資料

令 和 ７ 年 ４ 月 1 0 日

市民局窓口サービス課

資料No.10



 

（2） ハガキが届いてから令和８年５月 25日まで 

  ア 振り仮名が正しい場合 

    手続きは必要ありません。この場合、令和８年５月 26日以降に自動で戸籍に振り仮

名が記載されます。 

 

  イ 振り仮名に誤りがある場合 

  振り仮名の届出が必要です。 

※オンライン（マイナンバーカード利用）や郵送で届出可能です。詳細はお届けする

ハガキをご確認ください。 

【届出期間】令和７年５月 26日～令和８年５月 25日の１年間 

 

（3） 令和８年５月 26 日以降 

   すべての戸籍に振り仮名が記載されます。この日以前に、振り仮名の届出をされた方

については、届出された時点で戸籍に振り仮名が記載されます。なお、戸籍に振り仮名が

記載されると、本籍地の市区町村から住所地市区町村へ通知がなされ、自動的に皆様の

住民票の氏名の振り仮名も記載されます。 

 

４ コールセンターについて 

  戸籍の氏名に振り仮名が記載されることは、全国一斉に開始されます。 

 令和 7年５月 26日以降に国のコールセンターが開設されますので、ご不明点がございまし

たらお問合せください。 

  また、通知ハガキに関するお問合わせ等について、本市においても専用のコールセンタ

ーを開設します。電話番号等の詳細は、通知ハガキに記載するとともに本市ホームページ

に掲載する等してお知らせする予定です。 

 

横浜市振り仮名の WEBページ 

２次元コード→ 

市民局窓口サービス課 
担当 中澤、指宿 
電話 045-671-2176 /FAX 045-664-5295 
メール sh-madoguchi@city.yokohama.lg.jp 





敬老パスの新たな取組について【事業説明】 

１ 事業の趣旨 

  敬老特別乗車証（以下：敬老パス）は、高齢者の社会参加を支援することを目的に、市内

にお住まいの 70 歳以上の希望される方に、所得等に応じた負担金をお支払いいただき交

付しています。 

このたび、敬老パスに関する新たな取組を開始しますのでお知らせしますとともに、周知

にご協力をお願いします。 

２ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で周知をお願いします。 

【単位会長】チラシ（Ａ４両面の表面）について掲示板への掲出をお願いします。 

掲示期間：令和７年９月 30日まで 

※貼替を希望の場合には、その旨区の高齢・障害支援課あてにご連絡ください。 

３ 新たな取組の概要 

(1) 75 歳以上で運転免許証を自主返納した人に、敬老パスを３年間無料で交付します

免許証返納後の外出をお支えするため、令和７年４月１日以降に 75 歳以上になって

から運転免許証を自主返納し、敬老パスを申請した方に、令和７年 10 月１日以降、敬老

パスを３年間無料で交付します。 

※申請には、警察署等で免許証返納時に交付される、「申請による運転免許の取消通知書」

が必要です。

(2) 敬老パスの対象交通機関が増えます

10 月１日より、地域の身近な公共交通として、一部の地域で運行しているワゴン型バ

スなどが、敬老パスの提示により、半額程度で利用できるようになります。

【利用できる交通機関】※今後拡大する予定 

・四季めぐり号（旭区）

・こすずめ号（戸塚区）

・Ｅバス（泉区）

（運行地域にお住まいの皆様には今後改めて周知する予定です。） 

４ 敬老パスに関するお問合せ先 

  敬老パス問合せダイヤル 

・電話番号： 0120-206-160

・受付時間： 毎日８時から 19 時まで

（休止期間：令和７年４月１日から４月６日、令和７年 12 月 29 日から令和８年１月３日） 

市 連 会 ４ 月 定 例 会 説 明 資 料 

令 和 ７ 年 ４ 月 1 0 日 

健 康 福 祉 局 高 齢 健 康 福 祉 課 

健康福祉局高齢健康福祉課 
担当 正木、長嶋 
電話 045-671-2406/FAX 045-550-3613 
メール kf-koreikenko@city.yokohama.lg.jp
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各自治会町内会長 様  

栄区栄土木事務所副所長 

 

いたち川のみどりの保全・さくら再生事業について【情報提供】 

  
１ 事業の趣旨 

いたち川の豊かなみどり・桜並木の景観を未来に引き継いでいくため、クラウドファン

ディング型ふるさと納税も活用し、いたち川のみどりの保全と桜並木の再生を進めます。 
 

２ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】ご承知おきください。 

【単位会長】ご承知おきください。 

 

３ 現状と課題 

栄区のシンボルリバーであるいたち川は、近年、倒木・落枝が相次ぎ、安全確保が

喫緊の課題となっています。 

また、いたち川沿いは桜の名所として多くの区民に親しまれていますが、桜の病気や

老朽化に伴い、管理上やむを得ず多くの桜を伐採してきました。 

 
４ 取組の方向性 

 ・いたち川の樹木について、計画的診断と管理を行います。 

・栄区制 40 周年に合わせ、栄区の桜の名所復活に向けた桜並木の再生を行います。 

 ・これらの事業については、クラウドファンディング型ふるさと納税を実施し、財源の

一部として充当します。（令和７・８年度の２か年実施し、令和７年度の目標額は 300

万円です） 

 

５ 今後のスケジュール 

・クラウドファンディングの募集※：令和７年 ７月～９月 

・樹木診断等の実施       ：令和７年 10 月～令和８年３月 

・植栽工事の実施        ：令和７年 12 月～令和８年３月 

  ※６月の区連会で改めて周知させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

区連会４月定例会資料 
令和７年４月 21 日 
栄 土 木 事 務 所 
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裏面あり 



 

■いたち川の樹木診断の範囲（R７年度） 

 

 

■桜並木の再生の範囲 

 

 

 

 

担当：栄区栄土木事務所              

みどりの保全について 下水道・公園係 森松、小林 

桜並木の再生について 道路係     榎田、山田 

E メール sa-doboku@city.yokohama.lg.jp     

   電話 045-89５-1４１１             

 

桜並木の再生範囲 

（泪橋～大いたち橋・小いたち橋） 

泪
橋 

大
い
た
ち
橋 

小
い
た
ち
橋 

mailto:sa-doboku@city.yokohama.lg.jp


各自治会町内会長 様

栄区区政推進課長 

「栄区の花と緑を巡ろう 2025」について（情報提供） 

１ 情報提供の趣旨

栄区内で開催するオープンガーデンの情報や花や緑がきれいな場所を紹介するパンフ

レット「栄区の花と緑を巡ろう 2025」を発行しました。

４月の地域振興課の配送ルートで配布いたしますので、地区定例会出席者の方への情

報提供にご協力をお願いします。

２ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】４月の地区定例会で情報提供（パンフレットの配布）をお願いします。 

【単位会長】ご承知おきください。 

３ その他 

パンフレットは、３月下旬から区役所等の公共施設に順次配架しています。また、栄区

花いっぱい魅力づくりのホームページにも掲載しています。 

  【ホームページ URL】 

https://www.city.yokohama.lg.jp/sakae/kurashi/machizukuri_kankyo/mi

dori_eco/hanasakusakae.html 

  担当：栄区区政推進課企画調整係 

片柳、柳川 

E メール sa-kikaku@city.yokohama.lg.jp 

電話 045-894-8161 

区連会４月定例会資料

令和７年４月 21 日 
区 政 推 進 課
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GREEN×EXPO 2027の機運醸成について【情報提供】 

  令和７年３月19日に実施した「GREEN×EXPO 2027 開催２年前記者発表会」において、公

益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会から、会場の主要施設である「政府出展」などの

展示計画を含む最新の会場計画のほか、Village出展、花・緑出展（企業・団体・個人、自

治体）、テーマ営業出店の内定者として、新たに145件が発表されました。 

 GREEN×EXPOの開催に向け、自治会町内会はじめ、市民の皆様と共に盛り上げていきたい

と考えておりますので、引き続きのご協力をお願いします。 

１ お願いしたいこと 

 【区連長】  ご承知おきください。 

 【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

 【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 

２ GREEN×EXPO 2027 開催２年前記者発表会について 

   添付の記者発表資料をご参照ください。 

脱 炭 素 ・ G R E E N × E X P O 推 進 局 
G R E E N × E X P O 推 進 課  広 報 担 当 
電話 045-671-4627 /FAX 045-212-1223 
メール da-greenexpo@city.yokohama.lg.jp

市 連 会 ４ 月 定 例 会 説 明 資 料

令 和 ７ 年 ４ 月 1 0 日

脱炭素・GREEN×EXPO 推進局 
G R E E N × E X P O 推 進 課 
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報道関係者各位 

NEWS RELEASE 2025年3月19日 

公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会 

GREEN×EXPO 2027 開催まであと2年 

主要施設の展示内容など最新の会場計画を発表 

～会場を共創する出展内定者は377件に～ 

公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会（会長：十倉雅和、所在地：横浜市中区）は、

GREEN×EXPO 2027 (正式名称「２０２７年国際園芸博覧会」)の開催2年前である2025年3月19日（水）、

日本橋三井ホールにて記者発表会を実施しました。会場の主要施設である「政府出展」などの展示計画

を含む最新の会場計画のほか、Village出展、花・緑出展（企業・団体・個人、自治体）、テーマ営業出

店の内定者として、新たに145件を発表し、会場を共創する出展内定者（テーマ営業出店を含む）はあ

わせて377件となりました。 

空から見た GREEN×EXPO 2027 会場 



■GREEN×EXPO 2027の最新会場計画について

GREEN×EXPO 2027における会場計画のうち、主要な施設「テーマ館」「園芸文化展示」「政府出展」

の展示内容について、最新情報を公表しました。未知なる植物の力や日本の伝統的な自然観について、

見て、触れて、学んでいただける展示として準備を進めています。 

⚫ すべての生命はつながっている。植物を中心に。（テーマ館）

地球上のすべての生命のうち、重量で82％を占める植物。テーマ館では地球を支える命の根源であ

る植物の真の姿を、最新の映像技術と展示技術でお伝えします。また、東日本大震災の津波に耐えた

陸前高田市の「奇跡の一本松」の根も展示。復興を象徴する展示であり、植物が菌類と共生する土の

中の世界を最新の研究成果に基づきお伝えします。 

＜展示エリア＞ 

「奇跡の一本松」の根を展示。植物が菌類

と築く土の中のネットワークを紹介しま

す。 

⚫ 江戸時代を中心とした日本の園芸文化の神髄を表現（園芸文化展示）

日本人が自然とともに親しんできた園芸文化。江戸期には、日本の園芸文化は世界最高水準に発達し

ました。園芸文化展示では、江戸時代を中心とした日本の園芸文化の神髄を表現します。また屋外に

は、江戸時代の植木屋・花屋敷を再現。春分から始まり、晩春・初夏・盛夏・初秋と植物を入れ替え、

日本の園芸文化の水準の高さや自然観、季節感を体感いただけます。 



＜展示エリア＞ 

屋内展示では建築との調和を考慮した

展示空間を構成し、日本の園芸文化の

魅力等を発信。 

⚫ 日本の自然観を再考し、未来へ進む（政府出展）

政府出展が位置するのは、横浜市内を流れる和泉川の流頭部。この貴重な自然環境を引き継いでい

くため、流頭部の自然環境を読み解き、既存の樹木や在来の植物を活用し、屋外展示では美しい風

景としての「令和日本の庭」をつくりあげます。また、屋内展示ではプラネタリーバウンダリーと

いった地球規模の課題について、“みどり”で解決する可能性を体感・共感し、来場者が考え、ひと

りひとりが取り得る行動への一歩を提案します。

 ＜屋外展示＞ 

竹林や松林といった日本の里山の風景

を背景に、日本の雅を華やかに表現。 

＜屋内展示＞ 

農とみどりが調和した都市～農山漁村

の将来像を提示する。 

国土交通省・農林水産省提供 

国土交通省・農林水産省提供 



■「Village出展」及び「花・緑出展」の内定について

新たに「Village出展※1」に5件、「花・緑出展※2（企業・団体・個人）」に63件、そして「花・緑出展（自

治体）」に73件が内定しました。 

これにより、2024年10月1日（火）に発表された内定者とあわせて、 

「Village出展」に 13件、 

「花・緑出展」に360件、 

両出展への内定者は合計373件となりました。 

⚫ 「Village出展」第二次内定者（5件） （※五十音順）

・株式会社大林組

・清水建設株式会社

・住友林業株式会社

・東急グループ

・東日本電信電話株式会社

⚫ 「花・緑出展」第二次内定者 企業・団体・個人 （63件） 別紙一覧

⚫ 「花・緑出展」内定 自治体 （73件） 別紙一覧

※１ Village出展とは

市民や企業など多様な参加者が、コンセプトを共有しながら「幸せを創る明日の風景」を創り上げる共創事業

「Village」。その中核となる、カーボンニュートラルやネイチャー・ポジティブなど、新たなグリーン社会実現に

向けた企業による出展。 

※２ 花・緑出展とは

花と緑のプロフェッショナルが、ここでしか見られない庭園や花壇、生け花やフラワーアレンジメント、盆栽、新

品種・希少種など、多種多様な花・緑の作品を出展する、美と技術の競演。 

■「テーマ営業出店」の内定について

「テーマ営業出店※３」に4件が内定しました。 

⚫ 「テーマ営業出店」内定者 （4件）（※五十音順）

・JA グループ

・株式会社丸兆

・明治グループ

・山崎製パン株式会社



※3 テーマ営業出店とは

共創事業「Village」において、「幸せを創る明日の風景」の創出に資する、エシカル消費や食育などをテーマとし

た独自の飲食や物販等、企業・団体による出店。 



GREEN×EXPO 2027の会場空間を共創するパートナーは「Village出展」、「花・緑出展」、「テーマ営

業出店」をあわせて377件となり、多くの出展者のみなさまと一緒に魅力溢れる会場空間を準備して参

ります。 

※Village 出展、花・緑出展、テーマ営業出店の各内定者より個別リリースが発出されている場合がございます。

＜前列左から＞ 

株式会社大林組◆、住友林業株式会社◆、東日本電信電話

株式会社◆、株式会社 KT グループ◆、相鉄ホールディン

グス株式会社◆、大和ハウス工業株式会社◆、三菱国際園

芸博覧会総合委員会◆、JA グループ◇、明治グループ◇ 

＜後列左から＞ 

清水建設株式会社◆、東急グループ◆、鹿島建設株式会社

◆、三光ソフランホールディングス株式会社◆、竹中グル

ープ◆、東邦レオ株式会社◆、株式会社丸兆◇、 

山崎製パン株式会社◇ 

（企業・団体名のみ。敬称略。◆は Village 出展内定者、◇はテーマ営業出店

内定者。） 

Village 出展・テーマ営業出店内定者 

会場計画図ならびに Village 出展・テーマ営業出店の配置 



2 年前発表会に参加された出展内定者一同 

花・緑出展内定者 

＜前列左から＞ 

株式会社サカタのタネ、一般社団法人ジャパン・フラワ

ー＆コミュニケーションズ、一般社団法人 JFTD（花キュ

ーピット）、全国花みどり協会、玉川大学、一般社団法人

日本植木協会、一般社団法人日本造園建設業協会、公益

社団法人日本フラワーデザイナー協会、株式会社ハクサ

ン  

＜後列左から＞ 

福島県、千葉県、富山県、神戸市、福山市、高松市、 

熊本市 



■主催者挨拶

【十倉会長コメント】 

GREEN×EXPO の見どころの一つとなるテーマ館や園芸文化展

示、政府出展など、本博覧会の魅力の一端をご紹介する。皆様ぜ

ひ楽しみにしていただきたい。 

２年後、会場となる横浜・上瀬谷で、圧倒的な花と緑、魅力的な

空間を創出し、皆様をお迎えできるよう、協会一同、関係者の皆

様ととともに、引き続き着実に準備を進めていく。 

登壇者一覧 ※敬称略

・会長 十倉 雅和（日本経済団体連合会 会長） 

・副会長 山中 竹春（横浜市長）

・副会長 黒岩 祐治（神奈川県知事）

【山中市長コメント】 

GREEN×EXPOは、米軍から返還された土地の友好平和利用の

象徴であり、また、国内外から参加される多くの皆様と、気候

変動の課題を共有し、解決につなげるアクションを起こす場、

そしてそのアクションを世界へと発信していく場。 

一人一人の行動やライフスタイル、企業行動を変えていくきっ

かけとなるGREEN×EXPOを、ホストシティとして、皆様とと

もに大いに盛り上げていきたい。 

【黒岩知事コメント】 

開催期間中のみならず、機運醸成の段階から、多様な主体が積

極的に参加し、「みんなで盛り上げ、みんなで創り、みんなが参

加できる万博」をめざす。 

また、ミュージカルや庭園等の出展を通じ、県政の基本理念で

ある、いのち輝く「"Vibrant INOCHI"」の実現をめざしていく。 



本件に関するお問合せ先 

○GREEN×EXPO 2027に関すること

公益社団法人２０２７年国際園芸博覧会協会  

【会場計画に関すること】 企画調整部調整課 担当：田中 Tel：045-307-2068 

【Village 出展・テーマ営業出店に関すること】 事業部事業企画課 担当：齋藤 Tel：045-307-2049 

【花・緑出展に関すること】出展部出展課  担当：丸山 Tel：045-307-2057 

○GREEN×EXPO 2027 PR事務局（株式会社プラチナム内） 担当：星野・河村・小野

MAIL：greenexpo2027_pr@vectorinc.co.jp 

TEL：03-5572-6072 FAX：03-5572-6075 

GREEN×EXPO 2027 開催概要 

名 称   ２０２７年国際園芸博覧会 

 (International Horticultural Expo 2027, Yokohama, Japan) 

正 式 略 称  GREEN×EXPO 2027 (グリーンエクスポニーゼロニーナナ) 

開 催 場 所  神奈川県横浜市 

開 催 期 間  2027年３月19日(金)～ 2027年９月26日(日) 

テ ー マ  幸せを創る明日の風景 ～Scenery of the Future for Happiness～  

博覧会区域  約100ha(内、会場区域80ha) 

ク ラ ス    A１(最上位) クラス(AIPH承認＋BIE認定)  

参 加 者 数  1500万人（有料来場者数：1,000万人以上） 

公式サイト  https://expo2027yokohama.or.jp/ 

公式マスコットキャラクター 

「トゥンクトゥンク」 

●「GREEN×EXPO 2027 開催 2 年前記者発表会」開催概要

【日時】2025 年 3 月 19 日（水）10 時 30 分～11 時 15 分 

【会場】日本橋三井ホール 

【登壇者】 

・２０２７年国際園芸博覧会協会 会長 十倉 雅和（日本経済団体連合会 会長）

・２０２７年国際園芸博覧会協会 副会長 山中 竹春（横浜市長）

・２０２７年国際園芸博覧会協会 副会長 黒岩 祐治（神奈川県知事）

・２０２７年国際園芸博覧会協会 推進戦略室長 脇坂 隆一

・Village 出展内定者 13 件 

・テーマ営業出店内定者   4 件

・花・緑出展内定者 16 件 

【内容】 

・オープニングアタック映像

・主催者挨拶

・GREEN×EXPO2027 紹介映像

・会場計画・出展関連情報発表

・内定者紹介・フォトセッション









自治会町内会館整備について【事業説明】 

１ 事業の趣旨 

  令和８年度に自治会町内会館の新築・増築・耐震補強工事・修繕（いずれも補助対象経費

100万円以上）を行うご意向がある自治会町内会より、令和８年度予算編成に向けた事前申

出を募集します。なお、予算には上限がありますので、予算の範囲内で対象となる自治会町

内会を決定する予定です。 

※公園集会所の整備を予定している団体についても同様の申出をお願いします。

２ お願いしたいこと 

【区連長 】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で単位会長の皆様に情報提供をお願いします。 

ご意向がある場合、区役所に必要書類をご提出してください。 

（地区連合町内会館も対象となります） 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供の上、ご検討ください。 

ご意向がある場合、区役所に必要書類をご提出してください。 

３ 制度について 

（１）制度概要

別添のパンフレット『自治会町内会館整備のための補助制度等のご案内』をご参照く

ださい。制度の詳細は、横浜市ホームページにも掲載しております。以下の二次元バー

コードよりアクセスください。

（２）整備の種類、補助率、補助限度額

整備の種類 補助率 補助限度額 

新築・購入 2分の 1 125,000円/㎡ かつ 1,500万円 

特殊基礎 

工事費 
2分の 1 300万円 

ｴ ﾚ ﾍ ﾞ ｰ ﾀ ｰ

設置工事費
2分の 1 300万円 

増築 2分の 1 630万円 

耐震補強工事 2分の 1 380万円 

修繕 2分の 1 250万円 

市連会４月定例会説明資料 
令 和 ７ 年 ４ 月 1 0 日 
市 民 局 地 域 活 動 推 進 課

裏面あり 
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４ 今後のスケジュール 

・区役所へのお申し出及び書類提出の締切は、令和７年７月７日（月）です。 
必要な書類等については、区役所地域振興課へお問い合わせください。 
（内容を審査した上、予算編成の際、基礎データとします） 

・令和８年度の予算が確定し、補助申請を受け付ける自治会町内会が決定されるのは、 
令和８年３月末頃の予定です。 

 
５ 事前申出の提出 

【申込方法】各区役所地域振興課へ必要書類を提出 

      必要書類については、区役所地域振興課へお問い合わせください。 

  【申込期限】令和７年７月７日（月） 

 

６ その他 

(1)風水害等の自然災害により緊急で修繕が必要になった場合には、事前申出の有無に関わ

らず、各区役所地域振興課へご相談ください（り災の証明等、別途要件があります）。 

(2)公園集会所の整備の場合は、区役所へお申し出をいただく前に、みどり環境局公園緑地

管理課及び土木事務所と調整が必要になります。 

(3)自治会町内会館脱炭素化推進事業補助金（LED 照明器具や省エネエアコンなどの整備導

入における補助制度）とは別事業になります。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  
 
 
 

市民局地域活動推進課 
担当 栗田、石栗 
電話 045-671-2317 /FAX 045-664-0734 
メール sh-jichikai@city.yokohama.lg.jp 



栄区制 40 周年記念事業実行委員会の取組について（情報提供） 

１ 趣旨

栄区は、令和８年 11 月３日に区制 40 周年を迎えます。この節目を区民の皆さま、関

係機関の皆さまとともにお祝いするため、「栄区制 40 周年記念事業実行委員会」を立ち

上げました。 

この度、令和７年３月 21 日開催の第１回栄区制 40 周年記念事業実行委員会におい

て、『キャッチフレーズ』が決定しましたのでご報告させていただくとともに、『栄区制

40 周年記念事業ウェブページの公開』について、情報提供させていただきます。 

今後、事業の企画・検討を進めてまいりますので、ご協力いただきますよう、よろしく

お願いいたします。 

２ お願いしたいこと 

【区 連 長】ご承知おきください。 

【地区連長】地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

【単位会長】単位会長あて資料を送付します。定例会等で情報提供をお願いします。 

３ 添付 

  記者発表資料「栄区制 40 周年に向けて動き出します！」（令和７年４月 17 日発表） 

  担当：栄区総務課 

川嶋 

E メール sa-somu@city.yokohama.lg.jp 

電話 045-894-8311 

区連会４月定例会資料

令和７年４月 21 日 
総 務 課
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お問合せ先 

栄区制 40周年記念事業実行委員会事務局長（栄区総務課長） 金子 強  Tel 045-894-8310 

“栄区の自然や先人たちに感謝をしながら、大好きな栄区への想いや地域のつながりをより深め、そのつ

ながりが未来に向けてひろがっていくことで、栄区らしくこの先もさかえていこう”という想いを込めて、キ

ャッチフレーズを決定しました。 

令 和 ７ 年 ４ 月 1 7 日 
栄区制 40 周年記念事業実行委員会 
栄 区 総 務 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

栄区制 40 周年に向けて動き出します！ 
～キャッチフレーズは「つながる、ひろがる、さかえる」～ 

栄区制 40 周年記念事業の目的 

栄区制 40 周年という節目を、区民、団体、企業、行政が一体となって祝い、次の３つの想いを大切に、記

念事業を展開していきます。 

キャッチフレーズ

栄区制 40 周年記念事業ウェブページの公開！ 

周年事業に関するウェブページを公開しました。 

順次更新していきますので、ぜひご覧ください。 

  ６月１日からロゴマークのデザインを募集します！ 

  40 周年を祝うシンボルとして、ロゴのデザインを募集し、区民投票により制定します。 

デザイン募集：区内在住・在学の小中高校生 

区民投票：区内在住・在学・在勤者 

詳細は６月１日にウェブページで公開します（予定）。 

 栄区制 40 周年 検索 

■豊かな自然や栄区を築いてきた先人たちに感謝の意を表します

■栄区への愛着や誇り、地域のつながりや絆を深めます

■誰もが住みたい、住み続けたいと実感できる笑顔と活気あふれるまちを次の世代に引き継ぎます

「つながる ひろがる さかえる」 

栄区は、令和８年 11 月３日に区制 40 周年を迎えます。令和７年３月 21 日には、日頃から区内で活躍し

ている地域・関係団体からなる栄区制 40 周年記念事業実行委員会を立ち上げました。第１回実行委員会

において、40 周年の目的を表すキャッチフレーズ「つながる ひろがる さかえる」や事業計画を決定しまし

た。今後、ロゴマークの制定など機運の醸成を図るとともに、記念事業を企画・検討していきます。ぜひ、ご

期待ください！

栄区いたち川マスコット 

「タッチーくん」 



※敬称略

役　職　名
氏　　　名

（　地　　　区　）

会　　　長
細　田　　利　明

（本郷中央連合町内会自治会長）

副　会　長
芦　川　  弘

（上郷東連合町会長）

幹　　　事
田　中　 健　次

（小菅ヶ谷連合町内会自治会長）

幹　　　事
指　田　  弘

（笠間連合町内会自治会長）

幹　　　事
豊　田　　孝　有

（本郷第三連合町内会長）

会 計 監 査
横　川　  惠

（豊田連合町内会自治会長）

会 計 監 査
三　原　一　郎

（上郷西連合町会長）

令和７年度栄区連合町内会役員の選任について

区連会４月定例会資料

令 和 ７年４ 月 21  日
区 連 会 事 務 局
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資料№

各　種　団　体　名  役　職　名
就　任　者
(敬称略)

理　　事 田　中

評　議　員 横　川　・　豊　田

支　会　長 細　田

副　支　会　長 豊　田　・　三　原

田　中　・　芦　川

横　川　・　三　原

  栄区社会福祉協議会
さかえふれあい助成金

配分審査会
委　員 細　田　・　芦　川

副　委　員　長 田　中

監　事 三　原　・　芦　川

細　田　・　豊　田

横　川　・　指　田

  栄区社会福祉協議会
ボランティアセンター運営委員会

委　員 横　川

副　会　長 細　田

監　事 三　原

副　会　長 芦　川

委　員 三　原

会　長 横　川

副会長 指　田

監事 豊田

理事 細田・芦川・田中・三原

NPO法人さかえ区民活動支援協会 理　事 田　中

栄交通安全協会 理　事 指　田

読書活動推進連絡会議 委　員 横　川

栄防犯協会

令和７年度 各地区連合町内会長の兼務する各種団体の委員等

栄区社会福祉協議会

 神奈川県共同募金会
栄区支会

委 　員

日本赤十字神奈川県支部
横浜市地区本部
栄区地区委員会

委　員

栄区更生保護協会

 栄区明るい選挙
推進協議会

栄区地域と学校の協働事業推進協議会 会　長 指　田



収入合計額 2,000,540 円 自　令和６年４月１日
支出合計額 1,938,463 円 至　令和７年３月31日

 差引残高 62,077 円
（市への返還金　62,077円）

１　収入の部

予算額 決算額 差額

2,000,000 2,000,000 0

(1)団体運営費 1,100,000 1,100,000 0
(2)加入・活性化
促進事業費 900,000 900,000 0

12 540 528

2,000,012 2,000,540 528

２　支出の部

予算額 決算額 差額

43,200 43,260 △ 60

(1)会議費 43,200 43,260 △ 60

116,000 114,312 1,688

(1)消耗品費 80,000 114,312 △ 34,312

(2)通信費 32,000 0 32,000

(3)使用料 4,000 0 4,000

752,000 530,916 221,084

(1)アルバイト費 752,000 530,916 221,084

1,088,812 1,249,975 △ 161,163

ホームページリニューアル 286,000
加入促進動画の掲出（バス広告） 92,400
加入促進マップの作成 198,000
加入促進デザイン作成 73,260
加入促進紙袋作成 304,920
旧ホームページ運用経費 88,000
区民まつり広告協賛 50,000
ロードレース広告協賛 50,000
ヤングフェスティバル広告協賛 21,000
中学校対校駅伝大会広告協賛 50,000

(2)諸支出金 10,153 36,395 △ 26,242

0 0 0

(1)予備費 0 0 0

負担金（栄暴力団排除協議会会費、横
浜市社会協議会会費）、振込手数料

６　予備費

合　　計 2,000,012 1,938,463 61,549

(1)事業費 1,078,659 1,213,580 △ 134,921

定例会コーヒー代

２　事務費

コピー用紙等事務用品

３　人件費

１名雇用

４　事業費

合　　計

項　　目 説　　明

１　会議費

１　補助金

２　雑収入 利息

令和６年度　栄区連合町内会
収　支　決　算　書　　

項　　目 説　　明

区連会４月定例会資料

令和７年４月21日
区 連 会 事 務 局
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令和６年度 栄区連合町内会 事業報告書 

項  目 実施内容 

１ 定例会議 ○栄区連合町内会定例会（区連会）

年 10回開催 

（原則 13時 30分～15時 00分開催）（８月及び 12月は休会） 

令和６年４月 22日（月）、５月 20日（月）、６月 20日（木）、７月 22日（月）、 

９月 20日（金）10月 21日（月）、11月 20日（水） 

令和７年１月 20日（月）、２月 20日（木）、３月 21日（金） 

２ 研修会 ○新任自治会町内会長副会長等研修会（６月８日（土））

・自治会町内会の運営方法や各種補助金の申請手続きなど

３ 懇親会 〇新年度懇親会の開催 

・令和６年６月 20日（木）

○新年懇親会の開催

・令和７年１月 20日（月）

４ 加入・ 

活性化 

促進事業 

〇加入促進チラシ（デザイン）作成 

自治会町内会掲示板へ掲示（３月） 

○加入促進動画放映

令和７年３月１日～令和６年３月 31日

  神奈中バス車内デジタルサイネージ 

※横浜営業所 50台、戸塚営業所 50台

○加入希望者対応、転入者へのパンフレット配布（通年）

○栄区連合町内会旧ホームページの運用（通年）

〇栄区連合町内会ホームページをリニューアル（３月末） 

○区内イベントへの協賛・広告掲出

・令和６年 11月３日（日）栄区民まつり

・令和７年３月 16日（日）SAKAEヤングフェスティバル

・令和７年３月 16 日（日）栄区中学校対校駅伝大会（中止のため７年度に繰越） 

・令和７年３月 30日（日）栄区民ロードレース大会

５ 諸支出金 ○横浜市社会福祉協議会会費

〇栄暴力団排除協議会会費 



収入合計額 43,043 円
支出合計額 30,560 円

差引残高 12,483 円（令和７年度へ繰越）

１　収入の部

予算額 決算 差額 説　　明

0 0 0

２　負担金 0 0 0

41,780 41,780 0

0 1,263 △ 1,263 研修食糧費返還、預金利息

41,780 43,043 △ 1,263

２　支出の部

予算額 決算 差額 説　　明

0 30,560 △ 30,560

(1)懇談会費 0 0 0

(2)慶弔費 0 5,500 △ 5,500 表彰祝い花束

(3)その他 0 25,060 △ 25,060
研修会等に伴う食糧費

0 0 0

(1)事務費 0 0 0

41,780 0 41,780

(1)予備費 41,780 0 41,780

41,780 30,560 11,220

※本会計は繰越金がなくなり次第終了します

２　事務費

３　予備費

合　　計

３　繰越金

4　雑収入

合　　計

項　　目

１　事業費

１　会費

令和６年度　栄区連合町内会
収　支　決　算　書  【その他事業分】

自　令和６年４月 １日
至　令和７年３月31日

項　　目



収入合計額 2,000,540 円
支出合計額 2,000,540 円      自　令和７年４月 １日

差引残高 0 円  至　令和８年３月31日

１　収入の部

本年度予算額 前年度予算額 比較増△減 説　　明

2,000,000 2,000,000 0

(1)団体運営
費

1,100,000 1,100,000 0

(2)加入・活性
化促進事業費

900,000 900,000 0

540 12 528 利息

2,000,540 2,000,012 528

２　支出の部

本年度予算額 前年度予算額 比較増△減 説　　明

46,200 43,200 3,000

(1)会議費 46,200 43,200 3,000 定例会コーヒー代

136,000 116,000 20,000

(1)消耗品費 100,000 80,000 20,000 コピー用紙等事務用品

(2)通信費 32,000 32,000 0

(3)使用料 4,000 4,000 0

600,000 752,000 △ 152,000

(1)ｱﾙﾊﾞｲﾄ費 600,000 752,000 △ 152,000 １名雇用

1,218,340 1,088,812 129,528

加入促進費（マップ作成、紙袋作成、デジタ
ルサイネージ掲出等） 875,340
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの運用　132,000
協賛広告   171,000

(２)諸支出金 40,000 10,153 29,847
負担金（栄暴力団排除協議会会費、横浜
市社会福祉協議会会費）、振込手数料

0 0 0

(1)予備費 0 0 0

2,000,540 2,000,012 528

１　補助金

令和７年度　栄区連合町内会
収　支　予　算　書　

項　　目

99,681

６　予備費

２　雑収入

合　　計

項　　目

１　会議費

２　事務費

３　人件費

合　　計

４　事業費

(1)事業費 1,178,340 1,078,659



令和７年度 栄区連合町内会 事業計画書 

項  目 実施内容 

１ 定例会議 ○栄区連合町内会定例会（区連会）

年 10回開催 

（原則 13時 30分～15時 00分開催）（８月及び 12月は休会） 

令和７年４月 21日（月）、５月 20日（火）、６月 20日（金）、７月 22日（火）、 

９月 22日（月）、10月 20日（月）、11月 20日（木） 

令和８年１月 20日（火）、２月 20日（金）、３月 23日（月） 

２ 研修会 ○新任自治会町内会長副会長等研修会

・５月 17日（土） 栄区区役所新館４階８・９号会議室

・主な対象者：令和７年度新任自治会町内会長、副会長等

３ 懇親会 〇新年度懇親会の開催（予定） 

・令和７年５月 20日（火）

○新年懇親会の開催

・令和８年１月 20日（火）

４ 加入・ 

活性化 

促進事業 

○加入促進啓発

・デジタルサイネージを活用した動画放映

・加入促進物品の作成等

○加入希望者対応、転入者へのパンフレット配布（通年）

○栄区連合町内会ホームページの運用（通年）

○区内イベントへの協賛（令和７年４月 21日現在の予定）

・令和７年 11月上旬 栄区民まつり

・令和８年１月初旬 栄区民ロードレース大会

・令和８年３月中旬 栄区中学校対校駅伝大会

・令和８年３月中旬 SAKAE ヤングフェスティバル

５ 諸支出金 ○横浜市社会福祉協議会会費

〇栄暴力団排除協議会会費 



収入合計額 12,483 円
支出合計額 12,483 円

差引残高 0 円

１　収入の部

本年度予算額 前年度予算額 比較増△減 説　　明

0 0 0

２　負担金 0 0 0

12,483 41,780 △ 29,297

0 0 0

12,483 41,780 △ 29,297

２　支出の部

本年度予算額 前年度予算額 比較増△減 説　　明

0 0 0

(1)懇談会費 0 0 0

(2)慶弔費 0 0 0

(3)その他 0 0 0

0 0 0

(1)事務費 0 0 0

12,483 41,780 △ 29,297

(1)予備費 12,483 41,780 △ 29,297

12,483 41,780 △ 29,297

※本会計は繰越金がなくなり次第終了します

２　事務費

３　予備費

合　　計

３　繰越金

4　雑収入

合　　計

項　　目

１　事業費

１　会費

令和７年度　栄区連合町内会
収　支　予　算　書  【その他事業分】

自　令和７年４月 １日
至　令和８年３月31日

項　　目



令和６年度栄区連合町内会後援・協賛行事について（報告） 

令和６年度に栄区連合町内会が後援・協賛した行事について報告します。

【後援】 ※全て栄区役所も後援をしている行事です。

行事名 団体名 開催日 場所 

栄フィルハーモニー交響楽団

サマーコンサート

栄フィルハーモニー

交響楽団 
令和６年７月 28日（日） 栄公会堂 

栄区民芸術祭 2024 

栄区文化協会 令和６年 11月 25日（月） 

栄公会堂 

栄区民文化セン

ターリリス

第 11回さかえ吟詠大会 栄区吟詠協会 令和６年 11月 30日（土） 栄公会堂 

栄区子ども会書道展 
栄区子ども会連絡協

議会 
令和７年２月 16日（日） 

栄区 

社会福祉協議会

内 

さかえ春の文化祭 

栄区文化協会 令和７年３月 24日（月） 

栄公会堂 

栄区民文化セン

ターリリス

【協賛】 

行事名 団体名 開催日 内容 

第 25回栄区民まつり 栄区民まつり実行委員

会 
令和６年 11月３日（日） 協賛金 50,000円 

第 35回栄区民ロードレース 

大会 

栄区民ロードレース大

会 
令和７年３月 30日（日） 協賛金 50,000円 

SAKAEヤングフェスティバル SAKAE ヤングフェステ

ィバル実行委員会 
令和７年３月 16日（日） 協賛金 21,000円 

栄区中学校対抗駅伝大会 栄区中学校対抗駅伝大

会実行委員会 

令和７年３月 16日（日） 

※中止
協賛金 50,000円 

担当 栄区連合町内会事務局（栄区地域振興課内） 

出丸、三國 

電話 894-8391 FAX894-3099 

Ｅメール sa-chikatsu@city.yokohama.lg.jp 

資料№19 

区連会４月定例会資料 

令和７年４月 21 日 

区 連 会 事 務 局 
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